
基準１. 理念・目的

　領域： 使命・目的、教育目的　

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

大学の建学の理念や教育理念に基づき、経済学部の使命・目的の設定は完了している。
経済学部の目的（経済学部規則第2条2）に次のように定めている。
経済学部は、経済学・経営学の両方の視座から社会を鳥瞰できる学生をそだてるとともに、
企業や組織体を牽引するような潜在力を育む。
税務会計学科では、広い視野と実践能力を持ち、会計学や経営学を十分に理解し、そして
活用できる人材を養成する。そのためには、コース名やその内容の見直しについて常に慎
重に検討する。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目
１-１. 大学、学部、学科、研究センター及び委員会等は、それぞれの使命・目的および教育
目的を設定していますか。

点検項目 ① その意味・内容は具体的かつ明確ですか。

現状説明
学部の理念・目的に従い、学科のものが明確に設定している。会計学と経営学を中心とする
教育理念を据え置きながら、内容の充実化について検討している。

年度目標
現在の教育目標と学位授与方針を継続する。さらに税務会計学科の位置づけをはっきりし、
定員充足率を高める。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題 時代の変化に対応するよう取り組む

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 個性・特色を明示していますか。

現状説明

税務会計学科では、広い視野と実践能力を持ち、会計学や経営学を十分に理解し、活用で
きる人材を養成する。さらに、税務会計学科では、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、経営・会計
に関する科目を幅広く提供するカリキュラム・ポリシーを設定し、とくに、他大学にない特色
のある備後経済コースを持ち、地域企業の中核的な人材育成を目指している。

年度目標 備後経済コースの位置づけについて検討し、充実化を図る。

年度報告
会計・経営を学ぶ意思を持った学生が多く入学してきている。さらに会計・経営入試で入学
する学生も多くなっている。しかしながら備後経済コースでは学生が少ない状況である。

達成度 Ｂ

改善課題
会計・経営を学ぶ意思を持った学生が多く入学してきているため、今後も税務会計学科の個
性・特色を周知する必要がある。さらに備後経済コースでは学生が少なく、今後も充実を図
る必要がある。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

福山大学　 経済学部 税務会計学科　令和元（2019）年度　自己点検・評価書



点検項目 ③ 社会の要請や背景の変化について検討していますか。

現状説明
地域の企業等への就職活動において、広い視野と実践能力を持ち、会計学や経営学を十
分に理解しそして活用できる人材を養成する。そして社会の要請や背景の変化について学
科会議等で検討をしている。

年度目標
会計、経営分野において、地域企業の中核的な人材育成を目的とする。特に企業が税務会
計の学生が欲しいと言える人材育成を図る。

年度報告 企業懇談会でも、数社から簿記の知識を持った人材が欲しいと言ってきている。

達成度 Ａ

改善課題
今後も簿記対策講座による日商簿記合格を目指し、人材の育成を図っていき、地域企業が
欲しいと言える人材を養成していきたい。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 １-２. 使命・目的および教育目的の反映

点検項目 ① 使命・目的および教育目的に対し、教職員の理解と支持は得られていますか。

現状説明
学科・コースの目標、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを実現する教育内容を教
職員が学科会議等で共有し、理解と支持を得ている。

年度目標
ディプロマ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表の作成を行い、さらに教授会、運営委
員会、教務委員会、学科会議を通じて理解を深めるようにする。

年度報告 毎月学科会議を開催し、学科内の目標や教育内容等を共有し、理解を深めている。

達成度 Ａ

改善課題
毎年のように教員を採用していることから、新任教員に対して理解を得るための研修をする
必要がある

根拠資料 ①学科会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学内外へ公表し、周知していますか。

現状説明
ディプロマ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表の作成を行い、学部ホームページで学
内外に公表している。

年度目標
学生便覧、福山大学便覧、福山大学学報、ホームページ、刊行物、配布資料、ニュースレ
ター等の公表ツールをより分かりやすく改善し、魅力を高めていく。

年度報告 従来の情報発信の頻度を高め、学科ニュースレターも刊行している。

達成度 Ａ

改善課題 情報発信の多様化と迅速化に努める。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ、⑤ニュースレター

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ 中長期的計画に反映していますか。

現状説明 中長期計画に記述し、税務会計学科の魅力を高めるようにしている。



年度目標
会計、経営分野における中核的な人材を祖立てるため、簿記対策講座を充実させる。さらに
学科ニュースレター等の資料を使って、高校へ説明を行う。

年度報告
年3回の簿記対策講座を充実し、学科ニュースレター等の資料を使って、高校訪問を行って
いる。

達成度 Ａ

改善課題
学長ブログ、ニュースレター、高校訪問等を実施ているが、ホームページ担当体制が弱く、
改良する余地がある。

根拠資料
①税務会計学科中長期計画、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ、⑤ニュー
スレター

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 三つのポリシーに反映していますか。

現状説明 ＤＰ、ＣＰ、ＡＰの3つに反映して、税務会計学科の魅力を高めている。

年度目標 備後経済コースの位置づけについて検討し、充実化を図る。

年度報告 備後経済コースへの学生数が少ない。

達成度 Ｂ

改善課題
会計・経営を学ぶ意思を持った学生が多く入学してきているため、今後も税務会計学科の個
性・特色を周知する必要がある。さらに備後経済コースでは学生が少なく、今後も充実を図
る必要がある。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教育研究組織の構成との整合性は取れていますか。

現状説明
学部の長期ビジョンに基づいて教員組織を編成している。現在教員8名（内教授4名）で構成
されており、経営と会計の両分野を網羅する理念に基づくカリキュラム編成を行っている。教
育研究組織と構成の整合性は取れている。

年度目標 現状を維持

年度報告 会計分野2名と経営分野1名の計3名の教員を採用できた。

達成度 Ｓ

改善課題
ここ数年、教員の退職で新任教員を採用しているため、教員の長期雇用ができるようにす
る。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

基準２.　 学生

　領域： 学生の受入れ、学生の支援、学修環境、学生の意見等への対応

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

学生の受け入れについては、入学定員充足率100％を目指して学科教員全員が今まで以上
の努力をする。
欠席の多い学生や留年・退学の恐れのある学生については、担任、科目担当、学科長によ
る情報交換を密にし、原因を洗い直すと共に、日ごろから記録しながら、具体的な対策を検
討する。
数学などの基礎学力の向上には大教センターや学部のプログラムを利用する。
学科に最も必要とされる簿記能力については、基礎簿記教科チーム、TA、簿記・会計研究
会などでサポートしている。さらに簿記検定対策講座を3回実施し、多くの合格出している。
また、金融関係への就職に強い学科の特徴をさらに生かすために、金融機関や地元企業へ
のインターンシップを強化する。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-１. 学生の受入れ

点検項目
① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と学内外への周知を行っています
か。

現状説明

経済学部で定めたアドミッション・ポリシーに沿って、税務会計学科では将来，企業人，会計
専門家として，日々の仕事の中に生きがいを見出し，社会に貢献していこうとする人等を定
めている。
また、学科別入試に伴い、経営・会計を重視する学科色をより鮮明に打ち出すために様々な
方策を検討している。①カリキュラムの見直し。②情報発信の充実。③資格取得の強化。④
就職サポートの一層の強化。⑤経営・会計専門家の充実。⑥高大連携事業への積極的参
加。⑦高校へのPR活動などを計画する。
大学ホームページ、学生便覧、大学要覧、学長ブログ等を通じて公表している。

年度目標
学科ニュースレター等の従来の情報発信の頻度を高めるとともに、新たな発信ツールを検
討する。さらに学外では高校へ訪問して、税務会計学科の周知を行う。

年度報告 学科ニュースレターや学長ブログを継続的に発信している。

達成度 Ａ

改善課題 今後も情報発信の多様化と迅速化に努める。

根拠資料 ①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れていることを検証し、学生受入れの改
善に生かしていますか。

現状説明

入学試験の科目とその水準によってアドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れを明示
しており、入学前の課題を課している。求める学生像については、アドミッション・ポリシーや
各種宣伝資料での説明など明示している。
さらに税務会計学科の指定校入学試験（会計・経営人材強化）により学生を選抜している。
アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れた後は、ディプロマ・ポリシーに沿ったカリ
キュラム・ポリシー表や卒論ルーブリック表等により、学修成果を確認して、学生受け入れの
改善に生かしている。

年度目標 担任による丁寧な指導をさらに充実し、履修指導から就職支援まで一貫した指導を行う。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ



改善課題 今後も指導を充実、指導を行う。

根拠資料
①学生便覧、②大学ホームページ、③大学要覧、④学長ブログ、⑤カリキュラム・ポリシー
表、⑥卒論ルーブリック表

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 入学生受入れ状況を昨年度及び今年度について検証し、その増減の原因を分析してい
ますか。

現状説明

2018年度34名、2019年度47名と回復傾向だったが、2020年度の入学者は37名、入学充足
率は0.74と定員を割り込んだ。
今後商業高校から入学した学生、簿記検定2・3級を取っていた学生を把握して会計分野の
科目履修に活かしていきたいと考える。さらに入学者から税務会計学科を選択した理由を聞
き、今後の入学者増加に活かしていきたい。

年度目標
税務会計学科で何を学ぶかを高校に理解をしてもらうため、学科ニュースレター等の従来の
情報発信の頻度を高めるととも、新たな発信ツールを検討する。また学科会議で協議を図
り、入学増に向けて対策を行う。

年度報告

2018年度34名、2019年度47名と回復傾向だったが、2020年度の入学者は37名、入学充足
率は0.74と定員を割り込んだ。これは、学科ニュースの定期的な発信や簿記対策講座を年3
回開催をし実績を上げていること等を高校訪問の際に伝えて、税務会計学科が認知されて
きたと考えていたが、まだ浸透はしていなかったと考える。

達成度 Ｃ

改善課題

2019年度ではほぼ100％に近くの定員充足率となったが、2020年度では定員割れとなった。
今後も税務会計学科についての情報発信の頻度を高めていき、定員充足を図る。
さらに高校生に向けて、税務会計学科の魅了を発信する資料を作成し、ＰＲを図る。さらに
参事にも税務会計の魅力を発信する資料を提供し、高校訪問時の資料としていく。

根拠資料 ①学科会議、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

簿記対策講座の更なる充実を図り、今年度以上の簿記検定合格者を出していく。さらに高
校生に向けて、税務会計学科の魅了を発信する資料を作成し、ＰＲを図る。さらに参事にも
税務会計の魅力を発信する資料を提供し、高校訪問時の資料としていく。

点検項目
❹ 入学定員に沿った適切な学生受入数を維持できていますか。出来ていない場合、どの
ような対策を実施していますか。

現状説明

2018年度34名、2019年度47名と回復傾向だったが、2020年度の入学者は37名、入学充足
率は0.74と定員を割り込んだ。これは、簿記対策講座の開催による合格者の増加や学科
ニュースの定期的な発信等により税務会計学科が認知されてきたと考えていたが、まだ浸
透はしていなかったのではないかと考える。
今後商業高校から入学した学生、簿記検定2・3級を取っていた学生を把握して会計分野の
科目履修に活かしていきたいと考える。さらに入学者から税務会計学科を選択した理由を聞
き、今後の入学者増加に活かしていきたい。
また税務会計学科で何を学ぶかを高校に理解をしてもらうため、高校訪問を行ったり、学科
ニュースレター等の従来の情報発信の頻度を高めるととも、新たな発信ツールを検討する。
また学科会議で協議を図り、入学増に向けて対策を行う。

年度目標 今後も定員充足率を増加させる対策を継続していく。

年度報告

2018年度34名、2019年度47名と回復傾向だったが、2020年度の入学者は37名、入学充足
率は0.74と定員を割り込んだ。れは、簿記対策講座の開催による合格者の増加や学科
ニュースの定期的な発信等により税務会計学科が認知されてきたと考えていたが、まだ浸
透はしていなかったのではないかと考える。。

達成度 Ｃ



改善課題

2019年度ではほぼ100％に近くの定員充足率となったが、2020年度では定員割れとなった。
今後も税務会計学科についての情報発信の頻度を高めていき、定員充足を図る。
さらに高校生に向けて、税務会計学科の魅了を発信する資料を作成し、ＰＲを図る。さらに
参事にも税務会計の魅力を発信する資料を提供し、高校訪問時の資料としていく。

根拠資料 ①学科会議、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

簿記対策講座の更なる充実を図り、今年度以上の簿記検定合格者を出していく。さらに高
校生に向けて、税務会計学科の魅了を発信する資料を作成し、ＰＲを図る。さらに参事にも
税務会計の魅力を発信する資料を提供し、高校訪問時の資料としていく。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-２. 学修支援

点検項目
① 学修体制の整備のため、どのような教員と職員等の間でどのような協働をしています
か。また、それを学内外に公表し周知していますか。

現状説明

従前から関係部署と連携をとりながら各種支援を行う体制を構築しており、学生便覧や各種
オリエンテーション、ガイダンスで周知している。社会にもホームページ等を通じて公開して
いる。簿記についてのTAや教員オフィスアワー、「簿記・会計」についての学修支援相談も
設けて、学全教員ならびに講義中に学生たちに周知している。
また、備後経済論等の外部講師が来学する際には、講義の準備や冊子の依頼等を教員と
職員等で行っている。学部ホームページや学科ニュースレターで周知をしている。またシラ
バス作成や学生の講義受講などは当然教員と職員等が協働で学修支援を行っている。

年度目標

地域貢献や高校訪問、外部講師が行う講義等を担当する教員と職員との協働でさらに充実
させ、外部講師、高校、企業の満足度を高める。
また簿記検定講座を実施しさらに「簿記・会計」について学習支援相談も設けて、学生に周
知、支援を行っている。

年度報告
簿記についてはＴＡや教員のオフィスアワーで学修支援を行っている。さらに特に簿記対策
講座では、担当教員による研究室で特別に試験対策を行い、支援をしている。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①ホームページ、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学修支援の充実のために、 TA(Teaching Assistant)等を有効に活用していますか。

現状説明
基礎簿記および資格試験対策に、大学院生2名をTAとして、講義中およびその前後のサ
ポートや、簿記対策講座には2名の外部講師を入れてサポートをした。

年度目標
今後も基礎簿記および資格試験対策に、大学院生2名をTAとして、講義中およびその前後
のサポート等を実施する。

年度報告
今年度も現状通り大学院生2名をＴＡとして学生のサポートを行った。さらに簿記対策講座で
は担当教員が研究室で学生に対して随時指導を行った。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①ホームページ、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-３. キャリア支援

点検項目
① 教育課程内外を通じて社会的・職業的自立に関するキャリア形成支援体制を整備して
いますか。

現状説明

全学的な方針と整合的に導入しているキャリア科目（大学教育センター開講のキャリアデザ
インⅡ～Ⅳ）を各年次に提供している。特に経済学部では、1年生向けに中村准教授がキャ
リアデザインⅠの講義を行っている。
また基礎ゼミ、経済学検定講座など学部の課程などを利用している。そのほか、税務署や
会計士税理士事務所の見学、企業見学、様々な地域貢献活動を積極的に取り組んでおり、
学生の見識を高めるのに有効であると認識している。さらにインターンシップに参加するよう
に教員が学生に指導している。

年度目標
引き続きキャリアデザインや基礎ゼミ、経済学検定講座など学部の課程などを利用して、
キャリア教育を継続する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①ホームページ、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 卒業生の進路に関する過去３年間にわたる資料を収集し、検証していますか。

現状説明
就職課が作成している卒業生の進路冊子を就職委員が収集しており、学科内で卒業生がど
の業界に多く入っているのかを検証している。金融機関への就職率は学部内では高い。

年度目標 引き続き、卒業生の進路冊子を保有し、さらに就職課と連携して就職支援を行う。

年度報告
近年は就職内定もよいが、それにとどまらず就職課と連携して就職支援を行った。税務会計
学科の卒業生は金融機関に入っているのが、他の学科より多いことが挙げられる。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①ホームページ、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❸ 資格取得やインターンシップを支援する体制を整備していますか。

現状説明

日商簿記検定3級対策講座を試験に合わせて年3回（各回6日間で36時間）の講義を実施し
てる。会計分野の教員と外部講師による丁寧な指導を行っている。初年度の2017年度は3
回の講座で簿記3級に受講生33名、合格者16名、2018年度は簿記3級に受講生48名、合格
者13名となった。2019年度受講生は93名の内、簿記1級に1名、2級に6名、3級に35名の計
42名となり、大幅に合格者が増加となった。

年度目標 今後も年3回の講座を実施し、さらに受講生と合格者を増やす。

年度報告
2019年度も年3回の講座を開催し、合格を目指した。その結果、受講生は93名の内、簿記1
級に1名、2級に6名、3級に35名の計42名となり、大幅に合格者が増加となった。昨年度と比
べて247％の増加となっている。

達成度 Ｓ

改善課題



根拠資料 ①ホームページ、②学長ブログ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❹ 就職指導を適切に行い、就職の質及び内定率の向上に取組んでいますか。

現状説明
就職課との連携、学科内就職委員とゼミ担任が学生へ適切な指導（模擬面接や履歴書の添
削等）を行い、学生が希望する企業へ就職ができている。内定率は近年非常に高い。
さらに、学生に就職課の活用を勧めている。

年度目標 引き続き、学生が希望する企業の内定率を100％に近く持っていく。

年度報告
今年度も就職課との連携、学科内就職委員とゼミ担任が学生へ適切な指導（模擬面接や履
歴書の添削等）を行い、学生が希望する企業へ就職ができた。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①全学教授会で示された就職資料
②大学要覧
③経済学部ホームページ
④面談記録（教務課・就職課に提出）

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-４. 学生サービス

点検項目 ❶ 学生生活の継続のための経済的支援は実施されていますか。

現状説明

従前から関係部署と連携をとりながら各種支援を行う体制を構築しており、学生便覧や各種
オリエンテーション、ガイダンスで周知している。
日本学生支援機構の奨学金や入試における特別奨学生Ａ、Ｂ、Ｃを導入している。特に税務
会計学科では、税務会計学科の指定校入学試験（会計・経営人材強化）の合格者に対し
て、入学年次の授業料について、50％を減免するとともに正規の修業年限の間、継続して
適用している。

年度目標 従来通りの努力を継続し、さらに特別奨学生Ｃの合格者を増加を図る

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①学科ホームページ
②学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 種々のハラスメントの発生防止に取組んでいますか。

現状説明

学内規程（福山大学キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドライン等）に従う。学科
内の担当委員がいる。
相談窓口が設置されており、担当者がいる。手続きの明確化はなされている。学生への案
内は掲示板、ゼルコバや担任等から行っている。

年度目標 今後も継続して、ハラスメントがないようにする。

年度報告 現状を実施



達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①福山大学キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドライン
②2019年度経済学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 課外活動(サークル活動、留学等の国際交流、社会貢献活動を含む)の活性化のため
に、どのような取組みを行っていますか。

現状説明
孔子学院主催行事や福山市日本語スピーチコンテストなど、所属学生による積極的な参加
を促進している。
またサークル活動については、教員が顧問となって活性化の手助けをしている。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①福山大学孔子学院ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-５. 学修環境の整備

点検項目 ① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理をどのように実施していますか。

現状説明

大学全体で校地、校舎等の学習環境の整備や運営・管理をしており、学科単位では難しい。
しかしながら、研究室の設備やデータベースへの利用申請、簿記会計研究会部室の充実、
簿記・会計関連資格取得への支援など、学生、教員の要望をまとめ、年度予算申請書に反
映している。

年度目標 基本的に年度予算申請を通して、教育研究環境の整備を図る。

年度報告 現状を維持。特に、簿記検定講座の支援はかなり行った。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①2019年度経済学部税務会計学科予算要求書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② ICT教室、実習・実験施設、図書館等を活用していますか。

現状説明

学校全体では、学科単位での整備や運営管理は難しい。
ＩＣＴ教室は十分とは言えないが、順次整備している。
また学科に留学生が増えており、留学生のための施設が十分ではない。
討論しながら快適に自習できるような環境が必要である。また、学生がゼミ等のために資料
をコピーする機器があまりない。
TAの運用、簿記・会計研究会部室用のパソコンや図書などへの対応ができている。

年度目標 今後も充実した施設の活用ができように周知し、指導していく。



年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①2019年度経済学部税務会計学科予算要求書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 施設・整備のバリアフリー化やアメニティースペースの確保など、学生の利便性を高め
るために、どのように取組んでいますか。

現状説明

学部全体で検討すべきものであるが、税務会計学科として学生の利便性を高めるために、
十分とは言えないが、順次整備している。
また学科に留学生が増えており、留学生のための施設が十分ではない。討論しながら快適
に自習できるような環境が必要である。また、学生がゼミ等のために資料をコピーする機器
があまりない。

年度目標
今後、学生の利便性を高めるために、バリアフリー化やアメニティスペースの確保などを学
科で調査し、年度予算に組み入れていく。

年度報告 現状を維持。しかし税務会計学科単独で調査することが難しかった。

達成度 Ａ

改善課題 大学、経済学部全体で実施すべきものであるため、計画的に調査、整備する必要がある。

根拠資料 ①2019年度経済学部税務会計学科予算要求書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 授業を行う学生数等を考慮した適切な施設・設備上の管理をしていますか。

現状説明
他学部や学部全体で行うものでり、学科単独では管理は難しい。施設の清潔、設備の老化
（1号館の教室のマイクの老朽化が目立つ）などについて、授業アンケートによって調査をし
ている。

年度目標 学科の設備などはしっかりと維持・管理しているが、全学的な取り組みが必要である。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題 大学、経済学部全体で実施すべきものであるため、計画的に管理する必要がある。

根拠資料 ①2019年度学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❺ 施設・設備の管理において、防災・防火の観点から整備点検を行っていますか。

現状説明 全学の取り組みに従っている。研究室の整理整頓を呼び掛けて1る。

年度目標 学部と共同に取り組みを検討する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題



根拠資料 ①2019年度学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❻ 施設内に保管している劇物・危険物の管理において、安全管理の観点から管理システ
ムを整備していますか。

現状説明 学部内で施設内に保管している劇物・危険物はない。

年度目標 今後劇物、危険物の管理が必要になれば、管理を図る。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①危機管理基本マニュアル
②自然災害対応マニュアル

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 学生及び教職員の安全確保のために、各部署に適切な安全管理教育の実施、災害時
避難マニュアルの作成及び防災訓練等を実施していますか。

現状説明

全学の方針（福山大学キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドラインや海外での留
学・研修などに係る安全マニュアル等）に基づき、担任が中心に、学科長、学部長補佐、学
部長、さらに関連部署との連携で対応している。
さらに防災訓練等は全学の訓練に教員、学生が参加した。学科単独では実施していない。

年度目標
今後も全学の方針に基づき、担任が中心に、学科長、学部長補佐、学部長、さらに関連部
署との連携で対応する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①海外での留学・研修などに係る安全マニュアル
②福山大学キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドライン
③2019年度経済学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ２-６. 学生の意見・要望への対応

点検項目
① 学修支援に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制を整備していますか。

現状説明

従前から関係部署と連携をとりながら各種支援を行う体制を構築しており、学生便覧や各種
オリエンテーション、ガイダンスで周知している。社会にもホームページ等を通じて公開して
いる。
また基礎簿記に関しては、担当教員・TAによる補習を行っており、半期ごとの再履修のチャ
ンスも与えている。「簿記・会計」の学習支援相談（木3）も設けて、周知している。簿記検定
対策講座も実施し、受験者を個別に教員が支援している。
さらに欠席の多い学生や留年・退学の恐れのある学生については、担任、科目担当、学科
長による情報交換を密にし、原因を洗い直すと共に、日ごろから記録しながら、具体的な対
策を検討している。
数学などの基礎学力の向上には大教センターや学部のプログラムを利用している。
各教員がオフィスアワーの時間を設けており、学生指導に充てている。
また教養ゼミ、基礎ゼミ、3・4年ゼミにおいても学生の意見・要望を把握している。

年度目標

従来実施していることのほかに、簿記検定講座を実施しさらに「簿記・会計」について学習支
援相談も設けて、学生に周知、支援を行っている。今後も充実した体制で実施していく。
また「簿記・会計」については、演習、講義中の聞き込みを行っているが、アンケート調査の
実施を検討する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題
学生の意見を共有し分析検討する。特に簿記検定講座では現在も個別に指導しているが、
さらに個別に対応をしていく。また教養ゼミでも担任が直接に意見・要望を聞いて対応をして
おり、学科長とも密に連絡をして指導をしている。今後もきめ細かく対応をしていく。

根拠資料
①学科ホームページ
②学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

学生の意見を分析検討して検定講座や学習支援に活かしていく。

点検項目
② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・要
望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する体制を整備していますか。

現状説明

全学の安全・衛生委員会および保健管理センター運営委員会が学生委員会と担任・副担任
制度により、体制を作っている。
また学生の担任，副担任，学科長，学部長が配慮をしている。（留学生の場合はさらに担当
副学長と国際交流課が加わる。）
必要な場合には，心身の健康維持のために，カウンセリングを受けることを勧めている。学
生がカウンセリングを受けることを嫌う場合には，担任がカウンセリング担当者から助言を
受ける。

年度目標 今後も継続して体制を整備していく。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①大教センター運営委員会議事録　資料
②全学FD研修会資料

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ 学修環境に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制が整備されていますか。

現状説明

学修環境も学修支援と同様に、従前から関係部署と連携をとりながら各種支援を行う体制を
構築しており、学生便覧や各種オリエンテーション、ガイダンスで周知している。社会にも
ホームページ等を通じて公開している。
また教養ゼミ、基礎ゼミ、3・4年ゼミにおいても学生の意見・要望を把握して、分析・活用でき
ている。

年度目標 今後も継続して体制を整備していく。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①学科ホームページ
②学生便覧

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

基準３.　 　教育課程

　領域： 卒業認定、教育課程、学修成果

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

卒業認定に関しては、基本的に学部・学科のディプロマ・ポリシーに基づく。ディプロマ・ポリ
シーに基づきカリキュラムが編成されているので、そのカリキュラムに対しての学習成果を
2017年度に作成したアセスメント・ポリシーを用いて、学科における教育課程と学修成果に
ついて評価を行い、必要があれば教育課程を改善する。また、卒業認定、学位授与方針で
は、コース変更の可能性をはじめ、学科の位置づけやカリキュラム内容の見直しについて検
討する。特にディプロマ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表の作成や卒論ルーブリッ
ク表により検証を行う。
税務会計学科では、広い視野と実践能力を持ち、会計学や経営学を十分に理解しそして活
用できる人材を養成する。そのためには、コース名やその内容の見直しについて常に慎重
に検討する。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ３-１. 単位認定、卒業認定、修了認定

点検項目 ① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーは、学内外に周知されていますか。

現状説明
ディプロマ・ポリシーは、学生便覧、大学要覧やホームページにより全学的かつ学内外に周
知している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①福山大学ホームページ
②経済学部パンフレット（2019年度版）
③2019年度経済学部教授会議事録
④カリキュラム・ポリシー表
⑤卒論ルーブリック表
⑥学科教育プログラム自己点検・評価報告書



次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基
準（ルーブリック等の評価指標を含む）等の策定はどのように行われ、学内外に周知してい
ますか。

現状説明
①策定に関して、全学的には、教務委員会、大学教育センター、評議会等で検討している。
学部内では、学部教授会、学科会議、学部教務委員会等で随時検証し適切な基準になるよ
う検証している。②周知に関して、学生便覧およびホームページに明記している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状通りカリキュラム表、カリキュラム・マップ、卒業論文ルーブリック等を用いて実施した。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①福山大学ホームページ
②経済学部パンフレット（2019年度版）
③2019年度経済学部教授会議事録
④カリキュラム・ポリシー表
⑤卒論ルーブリック表
⑥学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等を公表し、厳正に適用され
ていますか。

現状説明
①基準の公表に関して学生便覧、ゼルコバで周知を図っている。②適用に関して、年度末に
進級判定、卒業判定会議で基準を適応して審議している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①福山大学ホームページ
②経済学部パンフレット（2019年度版）
③2019年度経済学部教授会議事録
④カリキュラム・ポリシー表
⑤卒論ルーブリック表
⑥学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ３-２. 教育課程及び教授方法

点検項目 ① カリキュラム・ポリシーを策定し、学内外に周知していますか。

現状説明
ディプロマ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表の作成を行い、学内外に周知してい
る。

年度目標 カリキュラム・ポリシーの適切性の検討や、カリキュラム・マップの見直しを継続的に行う。

年度報告 現状を維持



達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①福山大学ホームページ
②2019年度学生便覧
③カリキュラム・ポリシー表
④卒論ルーブリック表

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの間に一貫性がありますか。

現状説明 ディプロマ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表を作成しているため、一貫性がある。

年度目標 カリキュラム・ポリシーの適切性の検討や、カリキュラム・マップの見直しを継続的に行う。

年度報告 今年度もカリキュラム・マップの見直しを検討した。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①カリキュラムポリシー表
②卒論ルーブリック表
③学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程を体系的に編成していますか。

現状説明
カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程を体系的に編成している。さらにカリキュラム・ポリ
シーに合わせるように税務会計学科の選択必修科目数の削減を提案したが、学部全体で
の調整が必要なため、持越しとなった。

年度目標 カリキュラム・ポリシーの適切性の検討や、カリキュラム・マップの見直しを継続的に行う。

年度報告 今年度もカリキュラム・マップの見直しを検討した。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料

①2019年度経済学部教授会議事録
②カリキュラム・ポリシー表
③卒論ルーブリック表
④学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 教養教育は専門教育とともに十分に実施されていますか。

現状説明

学科・コースの目標、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを実現する教育内容を適
切に提供し、学生に学生便覧で公表している。具体的には、教養科目は初年次教育科目、
外国度などの共通基礎科目、教養教育科目、キャリア教育科目があり、さらに専門教育も十
分に実施している。
このように教養教育は、広範で基礎的な知識や技能を習得し、社会人として幅広い教養を
身につけて豊かな人間性を培うもので、専門教育へつなげている。
またそれが機能しているかどうかの検証は、教授会、運営委員会、教務委員会、学科会議
等で行っている。



年度目標 今後も継続して教育内容を整備していく。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①カリキュラム・ポリシー表
②卒論ルーブリック表
③学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教授方法を工夫・開発（ICTの活用を含む）し、効果的に実施していますか。

現状説明

eolを通して、有価証券報告書のファイルやデータを入手することで、「経済学演習Ⅱ」では興
味のある企業の経営分析を行うなど卒論作成に役立てており、「経営戦略論」では企業の経
営戦略の成果分析などのレポート作成に活用している。
またアクティブラーニングを教養ゼミ、基礎ゼミ、演習などの少人数クラスを中心に取り入れ
ている。さらに教材、課題の配布と提出、学生へのフィードバックなどはゼルコバやセレッソ
を利用しているが一部である。

年度目標 ICT活用教育が増えるように促す。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①2019年度　学生便覧
②学科教育プログラム自己点検・評価報告書
③福山大学ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑥ディプロマ・ポリシーと卒業判定の整合性を考えていますか。

現状説明
税務会計学科のデイプロマ・ポリシー（学位授与方針）は、ビジネスマネジメントコースと備後
経済コースとも学問と実践のいずれも重視する教育目標設定となっており、大学の教育理
念を反映し、学位授与方針と整合性がとれている。

年度目標 今後ともディプロマ・ポリシーを踏まえた現在の教育目標と学位授与方針等を継続する。

年度報告 今年から卒論ルーブリック表を使って学位授与方針と整合性を図っている。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①卒論ルーブリック表
②学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ３-３. 学修成果の点検・評価

点検項目
① 全学及び各学科等のアセスメントポリシーの活用も含め、三つのポリシーを踏まえた学
修成果の点検・評価方法の確立とその運用をどのように検証していますか。

現状説明

大学の教育理念の下、相互に整合性をもったアドミッション、カリ キュラム、ディプロマの３つ
のポリシー、並びにカリキュラム・マップを策定している。点検・評価方法としては、ディプロ
マ・ポリシーに沿ったカリキュラム・ポリシー表の作成や卒論ルーブリック表を作成して、評価
を行っている。
また2019年度からはアセスメント・ポリシーの本格的活用が始まる。

年度目標
今後もカリキュラム・ポリシー表、アセスメン・ポリシー、卒論ルーブリック表、学科教育プログ
ラム自己点検・評価報告書により検証を継続する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①カリキュラム・ポリシー表
②卒論ルーブリック表
③学科教育プログラム自己点検・評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果のフィー
ドバックはどのように実施されていますか。学修成果の点検・評価結果を教育内容・方法及
び学修指導等の改善につなげていますか。

現状説明

授業評価アンケート等に基づき、講義内での学生へ口頭またはセレッソを通じてフィードバッ
クを義務付けている。また、次年度のシラバスに教育内容・方法の改善を明示するように教
授会で教員に要請している。さらに、専任教員や非常勤講師等の評価資料などに利用し改
善につなげている。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①授業評価アンケート集計結果

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

基準４.　 　教員・職員

　領域： 教学マネジメント、教員・職員配置、研修、研究支援

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

中長期計画は、これまでの「2012年度、2013年度年度計画」と2014年度の「経済学部構想」
に基づく。教育研究組織としての学部学科のありようは、2014年度からの新しい目的、新し
いディプロマ・ポリシーにおいてすでに明らかにしている。これらにしたがって、学科に基本と
なる講義科目、それを担当する研究者を採用してきた。学部内でのFD研修や教員の研究し
やすい環境づくりを検討する。
また新入生定員不足の現状を勘案し、定員増を目指した施策を検討し、カリキュラムについ
ても見直す。
さらに学科に必要な科目を担当する教員の着任を計画するとともに、教員の定着率を高め、
安心して教育研究に没頭できるよう、待遇や業務内容の見直しが必要である。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ４-１．教学マネジメントの機能性

点検項目
① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップが確立され、
それが発揮されていますか。当該部署の長は当該部署の教学マネージメントにおいて適切
にリーダーシップを発揮していますか。

現状説明
①学長の指示する大方針に基づいて、個々の科目にまで至る経済学部・学科教育を実施し
ている。②経済学部長、学科長は大学教育センターの方針に従って学部・学科教育を実施
している。

年度目標 現状を維持

年度報告 今後も継続して学科会議を開催し、学科内の意見・問題点等を把握して対処する。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①全学教授会議事録②経済学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

①2019年度経済学部教授会議事録

点検項目
② 当該部署では、教職員間で権限・役割を適切に分散し、かつそれぞれの責任を明確化
した教学マネジメントを実施していますか。

現状説明
教員を各委員会に配属し、責任ある職務を行っている。さらに事務職員も責任をもって各自
の職務を遂行している。

年度目標 教員、事務職員とも余裕のない人数で職務を行っているため、効率よく職務を今後とも行う。

年度報告
教員数は適正に配置されているが、この2年間で3人を採用したため業務の経験が少ないた
め、協力して職務を遂行した。

達成度 Ａ

改善課題
教員数は適正に配置されているが、この2年間で3人を採用した教員は業務の経験が少な
く、今後マネージメントを強化する必要がある。

根拠資料 ①2019年度経済学部委員会名簿

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ 職員の配置と役割の明確化などにより、教学マネージメントの機能性を高めています
か。

現状説明
職員を適正に配置しているが、少ない人数と業務内容が多岐にわたるため、役割はあまり
明確化ができていなく、総合的に職務に当たっている。

年度目標 役割と責任を明確化することよりも、職員相互の関係で機能性を高めていく。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①経済学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ４-２. 教員の配置・職能開発等

点検項目
① 当該部署の教育目的及び教育課程に即した資質を有する教員を配置していますか。ま
た、当該部署の適切な運営及び継続性を担保する構成（性別、年齢、職階等）となっていま
すか。

現状説明

学部の長期ビジョンに基づき、学科会議を通して、学科の長期ビジョン案や定員不足対策等
を作成し、運営委員会、学部教授会による検討を経て、学長に提出している。その中に、教
員組織についての取組や提案をしている。
また継続性を担保する構成では、2019年度は、女性2名、男性6名、年代では60代2名、50代
0名、40代4名、30代2名となっており、ほぼ適正である。しかし、勤続年数が短い教員が新任
教員が1名、2年目の教員が2名と多くなり、運営業務を担う人材が不足している。
また経営と会計の両分野を網羅する理念に基づくカリキュラム編成をしているが、すべての
選択必修科目を学科の専任教員で提供できていない。
性別は女性の教員は１名と少ないので、女性を優先的に採用する方針ポジティブティブアク
ションを採用している。
2019年度末に、教授1名、助教2名が退職したため、令和2年度新規採用決定は教授1名、助
教2名であった。

年度目標 教員が適切な運営及び継続性を担保できるように継続する。

年度報告
教員の定数は確保しているが、勤続年数が短い教員が多い中、教員同士の協力を得なが
ら業務を行った。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①2019年度経済学部教授会（教授のみ）議事録
②2019年度教員選考委員会報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 大学設置基準、教職課程等の資格養成機関に求められる教員数を確保していますか。

現状説明

現在の教員は、教授4名、准教授0名、講師2名、助教2名となっている。教員数や教授数は
ともに文部科学省の基準を満たしている。しかし2019年度末に教授1名が定年退職、助教2
名が退職になるため、新任教員着任までは設置基準上の必要教員数を1名下回ることにな
るので、新規に教員を募集し、教授1名、助教2名を採用した。

年度目標 現状を維持

年度報告
教員の定数は確保しているが、勤続年数が短い教員が多い中、教員同士の協力を得なが
ら業務を行った。



達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①2019年度経済学部教授会（教授のみ）議事録
②2019年度経済学部人事計画

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ FD(Faculty Development；教育内容・方法等の改善)をはじめとする教員の資質向上に
向けた取組みを行っていますか。

現状説明
学科による単独実施ができなかったが、全学や経済学研究科等によって実施した各種FDへ
の参加をして、教員の資質向上は図られている。

年度目標
大学、経済学研究科の各種ＦＤへの参加を促している、できれば学科でＦＤ研修を実施した
い。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①経済学部　2019年度大学院研究科及び学部・学科FD研修実施調査表
②福山大学経済学部ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ４-３. 職員の研修

点検項目
① SD(Staff Development；教職員の個々の職能開発)をはじめとする大学運営に関わる教
職員の資質・能力向上と教職協働への取り組みを実施していますか。

現状説明 全学、学部でＳＤ教育を実施しているが、学科単位では実施していない。

年度目標 今後も全学、学部でのＳＤ教育への参加を促す。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①経済学部メール　経済学科メール
②学部教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 大学運営の効率改善のために ICTの活用を推進していますか。

現状説明

大学運営の効率化改善のためのインターネットでのICTの活用は現在でも行っているが、タ
ブレット、デジタルコンテンツ等の活用はまだ行っていない。ただし、インターネットを活用した
学修支援システムCerezoで、授業評価アンケートや課題提出などの講義等の効率化は進
んでいる。

年度目標 タブレット等のＩＣＴの活用を推進できるようにしていきたい。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題



根拠資料 ①ゼルコバ②Cerezo③Office365

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ４-４. 研究支援

点検項目
① 研究に専念する時間の確保、研究室の施設設備の整備等の研究環境を適切に管理し
ていますか。

現状説明

教員の研究時間の確保は、各教員で行っているが、夜や休日等に出勤する場合は、届け出
をして管理している。
研究室の設備やデータベースへの利用申請、簿記会計研究会部室の充実、簿記・会計関
連資格取得への支援など、学生、教員の要望をまとめ、年度予算申請書に反映している。
基本的に年度予算申請を通して、教育研究環境の整備を図っている。
しかしながら委員会が多いことと、新任教員や勤続年数の少ない教員が学科内で多いこと
から、各教員の希望や適性に応じた役割分担が非常に難しい。

年度目標 今後も同様に届け出を実施し、さらに年度予算申請を行い、整備を図る。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①2019年度学生便覧
②2019年度経済学部委員会名簿

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 研究倫理の確立(規則の整備や検査等)と厳正な運用が行われていますか。

現状説明

福山大学学術研究倫理審査員会があり、規程も整備され適切に運営をしている。学部はこ
れに従っている。
加えて経済学研究会が編集している『福山大学経済学論集』に投稿規程を定めて、その中
に剽窃等に関する倫理規定がある。これらを周知し、適切に運営をしている。
学部内で研究倫理に関するＦＤ研修会を実施した。

年度目標 倫理規定を順守し、細心を払うようにする

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①「研究関連ガイドブック」
②福山大学経済学論集投稿規程

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ③ 研究活動への資源の配分や運用は適正に行われていますか。

現状説明
毎年、各教員の前年度の研究活動に応じて個人研究費や学会旅費等を配分しており、適正
に行っている。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ



改善課題

根拠資料 ①専任教員における2019年度実績および2020年度実施目標

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❹ 公的研究費の運営・管理（ガイドライン等）が整備され、周知されていますか。

現状説明
科学研究費助成事業のガイドラインを整備している。毎年教員はＦＤ研修を受け、さらにイン
ターネット上で講習を受け、テストをしているなどにより、周知をしている。

年度目標 科研費のガイドラインを厳格に整備、周知をするように一層促す。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①科学研究費助成事業ガイドライン

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

基準６.　 内部質保証

　領域： 組織体制、自己点検・評価、ＰＤＣＡサイクル

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

中目標　教育方針である実践能力を充実し、広い視野を獲得する。外部から高い評価を受
けることができる学生を育成する。小目標　個々の教員による卒論指導の充実化。ビジネス
能力検定試験、MOS等の資格試験に合格し、社会人基礎力を定着化を図る。グローバル化
に対応した人材育成プログラム充実化。
また学科の目的、ディプロマ・ポリシーについて再検討したうえで、効率的効果的な管理運
営体制を構築し、透明度の高い運営を目指す。適材適所を考慮し、教員の負担が偏らない
ように、制度設計をする。
さらに学科教員の協力を得て、学科長を中心に自己点検・評価を行い、それを学部運営委
員会に提示し、検討している。このようなPDCA サイクルの確立を目指す。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ６-１. 内部質保証の組織体制

点検項目 ① 内部質保証のための組織を整備し、責任体制を確立していますか。

現状説明

内部質保証のための組織としては、学科会議、学部運営委員会、学部教授会があり、学部
長を中心に責任体制を確立している。自己点検評価については、学科長と学部長が責任を
もって作成している。
さらに税務会計学科では学科長、諸委員、各種組織を整備し、管理、責任体制を確立してい
る。学科会議等で議論し、まとめた意見は学科長が学部運営員会に提示し、検討している。
また学生による授業評価を実施し、教員による反応もシラバスに掲載している。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題



根拠資料

①自己点検評価の全学規定、学部細則
②福山大学学則、福山大学学部長会規定、福山大学学部教授会細則、福山大学経済学部
規則等
③大学ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ６-２. 内部質保証のための自己点検・評価

点検項目
① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価が実施され、その結果を当該部
署の教職員が共有していますか。

現状説明

①問題を早期に発見し、可能な対応を運営委員会で協議している。②問題を発見すると、運
営委員会、教授会での審議等を通じて、適宜、解決につなげている。
また学科教員の協力を得て、学科長を中心に自己点検・評価を行い、それを学部運営委員
会に提示、検討して、システムを確立している。
さらに学生による授業評価を実施し、教員による反応もシラバスに掲載している。授業評価
の全体像をホームページに公表している。
自己点検評価の報告を大学HPで公開している。しかし教員評価を毎年行っているが、公表
していない。

年度目標 現状を維持

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①2019年度自己点検評価書②経済学部外部評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② IR(Institutional Research)等を活用した十分な調査・データの収集と分析を行っています
か。また、その結果を改善に活かしていますか。

現状説明

データ収集・分析はあまり実施できていないが、学科教員による自己点検をもとに調査、
データ収集、分析を行っている。
また学生による授業アンケートを受けて各教員はフィードバックに努め、授業の改善に役立
てている。
卒業論文要旨集は地域に配付され、社会からの評価を受けている。

年度目標 さらに調査・データの収集と分析に努める。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①自己点検表
②授業アンケート

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 ６-３. 内部質保証の機能性

点検項目
① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体のPDCAサイクルの仕組み（シ
ステム）をどのように確立し、その機能性を検証していますか。

現状説明

自己点評価検委員（全学委員）は3名の学科長である。それに教務委員が加わり、学部内の
自己点検を行う。学生の授業アンケート，卒業生アンケート，成績の分布を委員会が共有し
て，内部質保証に努めている。
また学科教員の協力を得て、学科長を中心に自己点検・評価を行い、それを学部運営委員
会に提示し、検討されているようにＰＤＣＡサイクルが確立している。

年度目標
今後とも継続して点検・評価を行い、ＰＤＣＡサイクルを確立する。このシステムを常に機能
するように検証する。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①経済学科　教員評価
②2019年度　授業評価アンケート結果報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 教職員のコンプライアンスを確立するための体制を整備していますか。

現状説明

教員の法令遵守については，全学的な方針にしたがっている。人権の尊重については，教
授会等で教員に要請している。研究に関しては，経済学研究会が発行する紀要『経済学論
集』には投稿規定があり、倫理規定を定めている。投稿規定は2012年度に教授会で審議・
議論し，制定した。2014年度にコンプライアンスにかかわるFD講演があった。このようにコン
プライアンスにかかわるFD講演への参加を促している。

年度目標 今後もＦＤ講演等への参加を促す。

年度報告 現状を維持

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①経済学部教授会議事②全学SD研修会資料③経済学論集投稿規定

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

基準７.　 福山大学ブランディング戦略

　領域： 「福山大学ブランディング戦略」の点検・評価　（本学独自基準）　

2019年度 経済学部　税務会計学科

中長期計画

備後地域にある大学として、地域とともに歩み、地域社会の発展と安定並びに地域への人
材供給に寄与することを本学のミッションとする。本学は,産業界及び地域自治体（産官学）と
の連携を担い、地域社会の持続的発展と地域経済の活性化に寄与する。　経済学部におい
ては、ブランディング事業運営委員会を母体に，①里山・里海経済のビジネスチャンスの研
究と②備後経済研究会（以下、本研究会）による地域企業・産業の研究を推進する。備後地
方は、瀬戸内地方の中心にある。ここに住む人々の暮らしは、里山里海にあり自然と共生し
ている。鞆の浦は瀬戸内海の中央に位置し、古くから潮待ち風待ちの港として栄えたところ
である。万葉集でも大伴旅人など多くの歌人が詠んでいる。また福禅寺の本堂に隣接する
対潮楼は、江戸時代の元禄年間に創建した客殿で国の史跡に指定されている。海の眺め
は素晴らしく、朝鮮通信使の李邦彦は「日東第一形勝」と絶賛している。今日の備後地方
は、1964年に備後工業整備特別地域に指定されて以来、製鉄業、機械工業、繊維産業など
が飛躍的に発展してきた。こうした中で里山里海に関連した農林水産業等も独自に発展して
きた。経済学部では、共通のテーマである里山里海学に関連したヒト（観光）とモノ（農水産
物）の動きを研究プロジェクトとする。

2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 7-1. 福山大学ブランディング戦略の推進

点検項目
❶ 福山大学ブランディング戦略 (ver. 2018) の概略について当該部署の学生及び教職員
への周知を進めていますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①備後地区の里山里海資源が、地方再生に向けた具体的役割を検証しつつ、内海町、広
瀬町など周辺の取組みを事例に可能性を探る。
②海外市場開拓については里山里海の特産品の海外市場へのアクセスを巡る問題点、解
決策を中心に考察する。
③観光産業は地域に眠る観光資源についてその実態を客観的な視点から関係者への取
材、アンケートを通して地域資源の新たなビジネスの活用やポテンシャルを探る。
④備後地域の食品産業の実態と農林水産資源活用の可能性について考察する。
ブランディング戦略については、年度初めの学部教授会で周知している。備後経済研究会
は、研究会、講演会の開催時に教職員へ周知している。また関心のある学生・院生・社会人
についても参加を呼び掛けている。周知については、問題ないと判断している。

年度目標 現状を維持

年度報告

(学部に準ずる)
経済学部は、ブランディング事業運営委員会を中心にして、里山・里海資源に基づく備後地
域の産業競争力強化と雇用力増進との好循環の創出可能性について取り組んでいる。ブラ
ンディングについては、例年通り年度初めの学部教授会で周知した。また備後経済研究会
などイベント開催に合わせて学生・院生・社会人に周知した。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料
①福山大学ホームページ
　研究・産学連携　　瀬戸内の里山・里海学
②2019年度経済学部外部評価関連資料

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
❷ 福山大学はブランディングを「広告ではなく、社会に貢献する観点から他にはない固有
の魅力を引き出して他との区別化を図り、社会から選ばれること」と捉えています。この観
点からブランディングにどのように取組んでいますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①社会に貢献する観点では、里山里海資源が、地方再生に向けた具体的な取組みをテー
マにして可能性を探ることにしている。
②里山・里海経済のグローバル化の視点で検討している点で実際的である。
③他との区別化を図る点では独自の観光産業の活用を図っている。
以上のことに対しては、地元企業との連携を重点的に取り組むことにしている。
税務会計学科では、備後経済コースとビジネスマネジメントコースがあるが、その中で備後
経済コースで地域企業について深く理解し諸問題を解決する能力を培うような講義（地域調
査、備後経済論等）を用意している。さらに備後経済研究会、備後異業種研究会を数多く開
催し、地域への知の還元を積極的に行っている。

年度目標 現状を維持

年度報告

(学部に準ずる)
備後地域は全国的にも有数な産業集積地である。経済学科教員は、福山商工会議所の経
営改善委員会責任者として参加している。また国際経済学科のトップ10カリキュラム、4大学
連携のグローバル人材育成事業などは地域における中心的な取り組みとして実施した。里
山里海に関連する地域再生は独自の努力を続けており地元連携を深めた。税務会計学科
の備後経済研究会は、業界、企業に対して大きな貢献を果たしている。地域との積極的な
連携を通して地域貢献に努めた。

達成度 Ｓ

改善課題

根拠資料 ①福山商工会議所月刊誌「商工ふくやま」7月号

次年度の課題
と改善の方策

点検項目

❸ 福山大学ブランディング戦略では「備後地域の産学官民連携を推進し、地域の教育資
源を最大限に活用して人間性を高め、地域を愛し、地域で活躍し、地域から国際社会につ
ながる『未来創造人』を育成すること」を方針としています。当該部署は、この方針の実現に
どのように取組んでいますか。

現状説明

①備後地域の産学官民連携を推進の点では企業・行政と連携した事業展開をしている。関
連する主要な事業は備後経済研究会である。備後経済研究会は、新年度から定着した事業
として学部の事業へ移行することになった。引き続き、備後地域における各種業界の協力を
得ながら一体となり、資料の発掘、発見、収集、研究に努めている。
②関係業界等は、行政関係、業界団体、個別企業である。
③グローバル人材育成、市場開拓などは、産業界、行政と一層連携していく。
税務会計学科では、備後経済コースとビジネスマネジメントコースがあるが、その中で備後
経済コースで地域企業について深く理解し諸問題を解決する能力を培うような講義（地域調
査、備後経済論等）を用意している。さらに備後経済研究会、備後異業種研究会を数多く開
催し、地域への知の還元を積極的に行っている。

年度目標 現状を維持

年度報告

(学部に準ずる)
経済学部は、福山商工会議所月刊誌「商工ふくやま」で紹介したとおり、全人教育を基底に
した人材育成に努めている。トビタテ、フィリッピン研修、インドネシア研修を始め、国際経済
学科のトップ10カリキュラム、4大学連携のグローバル人材育成事業は国際社会に直接つな
がるものとして定着した取り組みになっている。また中国市場に進出している備後地域の食
品産業の課題をふまえ、企業戦略、経営を明らかにした。大学院のゼミナール、産学連携の
成果発表、経済学論集での発表、また中国経済論などで国際社会につながる人材育成に
努めた。

達成度 Ｓ



改善課題

根拠資料
①福山商工会議所月刊誌「商工ふくやま」1月号
②福山大学経済学部論集第43巻　（劉）
③福山大学経済学論集第44巻（大城）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❹ 福山大学ブランディング戦略では、福山大学が備後地域の知の拠点として地域と共に
育ち、地域創生に貢献することを目標としています。この目標の実現に向けて、どのような
取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①里山・里海学では、観光、流通、商工業振興など備後地域の特性を生かす取り組みを
行っている。特に新年度では、内海町などの里山里海の資源が地方再生に向けた今後の
可能性を探ることにしている。
②備後経済研究会は継続して産学連携を進めており、また事業の途中であっても業界、市
民へ成果を還元している。
また税務会計学科では、備後経済コースとビジネスマネジメントコースがあるが、その中で
備後経済コースで地域企業について深く理解し諸問題を解決する能力を培うような講義（地
域調査、備後経済論）を用意している。

年度目標 里山里海資源が内海町などでどのように生かされているか検証し、問題点を探る。

年度報告

(学部に準ずる)
経済学部は、昨年10月福山商工会議所と連携して中国経済シンポジュウムを開催した。シ
ンポジュウムでは、西村友作氏（対外経済貿易大学）、地元を代表する企業責任者などをパ
ネリストとして110名の参加があった。国際経済学科のトップ10カリキュラム、4大学連携のグ
ローバル人材育成事業は地域における中心的な取り組みをしている。また本年1月、福山商
工会議所議員全員協議会で、税務会計学科　張楓教授が、「地域がつくる産業、産業が作
る地域について」講話した。出席者は会頭をはじめ70名で熱心に聴講した。また大城講師
は,研究成果を福山大学経済学論集への掲載をしている。また、『備後福山の社会経済史』
（日本経済評論社2020年）発行や備後経済論の連携を進めている。
里山・里海のモデルとして広瀬町、内海町を取り上げた。ともに高度成長期に生活道路が整
備されまた念願であった連絡橋が完成した。地元から長年期待された大型インフラ整備が
逆に里山、里海の魅力を失いつつあることが判明した。
今年度実施した外部評価委員会では、企業代表の外部評価委員からこうした実績をふま
え、さらに企業懇談会、シンポジュウムなどの取組みを行い企業からの意見を聞いているこ
とは大変良いことと評価を受けた。また外部評価委員の全体評価でも高い評価であった。

達成度 Ｓ

改善課題

根拠資料

①福山商工会議所「商工ふくやま」1・2・3月号ほか
②中国経済シンポジュウム開催要項
③張楓編『備後福山の社会経済史』日本経済評論社2020
④福山大学経済学部論集第43巻　（劉）
⑤福山大学経済学論集第44巻（大城）
⑥経済学部外部評価報告書
⑦地元関係者面談記録

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
❺ 福山大学ブランディング戦略では、建学の理念に基づき、「地域の中核となる幅広い職
業人」を、育成する人材像としています。そのために、どのような取組をし、その成果をどの
ように検証していますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①備後企業の取り組みの実態を理解させ、就職の対象として考える機会を与えている。この
ためトップ10、備後地域研究、備後経済論などは、グローバル、里山・里海の特性を生かす
取り組みを行っている。
②経済学部の卒業生の多くは、2/3が地元に就職し活躍している。
また税務会計学科では、備後経済コースとビジネスマネジメントコースがあるが、その中で
備後経済コースで地域企業について深く理解し諸問題を解決する能力を培うような講義（地
域調査、備後経済論等）を用意し、学生が受講できるようにしている。さらに備後経済研究
会、備後異業種研究会を数多く開催し、地域への知の還元を積極的に行っている。

年度目標 検証し、問題点を明確化する。

年度報告

(学部に準ずる)
経済学部の志願者には、就職率が良い、資格に熱心という評価が多い。産業界は即戦力、
実践力を求めている。経済学部では、ビジネス検定、証券外務員、日商簿記、MOS検定など
の合格実績が上昇している。また地域に関連した、トップ10、連携事業としてのグローバル
人材育成事業など中核的立場で計画的に実施した。経済学研究科は、税理士養成に関し
て他にない特色を有し、関係者から高い評価を得ている。
税務会計学科では、備後経済コースでは、地域調査、備後経済論を開講し実践的な人材育
成に努めている。地域調査では、特定の企業と円滑に実施するために協働事業協定書を締
結した。

達成度 S

改善課題

根拠資料

①各種資格の取組み実績
②2019年度福山大学学生便覧
③地域調査基本協定
④経済学部外部評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❻ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「備後地域との密な連携のもとに進める教育研
究」としてどのような取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

（学部に準する）
①里山・里海の経済をグローバル経済に繋げていく、市場調査、食品産業の実態、また新
年度では、内海町などの里山里海の資源が地方再生に向けた今後の可能性を探ることにし
ている。
②備後経済研究会は、本年度から定着した取り組みとなり学部の事業へ移行することに
なった。個別の企業、個別業種のデータを整備し、データベース化しながら事例分析を行うこ
とにしている。
③上記のことを、主要には大学ホームページにより周知を行い、行政関係、企業経営者、一
般市民などが参加している。平均的な参加者は15名程度で、成果が検証できると判断して
いる。

年度目標 検証し、問題点を明確化する。



年度報告

(学部に準ずる)
経済学部では地域との関係を重視して、広瀬地区、内海地区の活性化施策について地元
団体と連携した取り組みをしている。また備後圏域の里山・里海を活性化する観点から中国
市場への販売ルートについては、里山・里海に関連する食品産業などが新興市場に対する
アクセスの可能性について研究し、ホームページ、大学院のゼミナール、産学連携の成果発
表などを通して行政関係者、企業経営者から高い評価を得ている。備後地域の企業研究に
ついては、研究会を定期的に開催したり、福山市史編纂に加わるなど関係者から高い評価
を得ている。
今年度実施した外部評価委員会では、経済学部のブランディング評価に関して評価員の評
価点は、4点満点でブランディング戦略の推進3.5、推進研究プロジェクト3.0と高く評価されて
いる。
税務会計学科では、備後経済コースでは、地域調査、備後経済論を開講し実践的な人材育
成に努めている。地域調査では、特定の企業と円滑に実施するために協働事業協定書を締
結した。

達成度 S

改善課題

根拠資料 ①経済学部外部評価報告書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「学問にのみ偏重しない全人教育」としてどのよう
な取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①学問にのみ偏重しない全人教育として、企業・行政連携での学びを通し、行動の重要性
が考えられるような取組みを重視している。
②具体的な例では、昨年4月から福山商工会議所の月刊誌(発行　5,700部）に、経済学部を
紹介している。この中で「知行合一を基底にした全人教育」を共通テーマとして人材育成、地
域連携などの魅力を発信し、企業経営者などから高く評価されている。
③他においても機会があれば引き続き取り組む。里山・里海学、研究会においては、観光、
流通、消費、また産業界と密接に関連したテーマであり、報告会の内容、参加者等を通して
検証している。

年度目標 検証し、問題点を明確化する。

年度報告

(学部に準ずる)
学問にのみ偏重しない全人教育として、企業・行政連携での学びを通し、行動の重要性が
考えられるような取組みを重視している。具体的な例では、昨年4月から福山商工会議所の
月刊誌(発行　5,700部）に、経済学部を紹介している。この中で「知行合一を基底にした全人
教育」を共通テーマとして人材育成、地域連携などの魅力を発信し、企業経営者などから高
く評価されている。他においても機会があれば引き続き取り組む。里山・里海学、研究会に
おいては、観光、流通、消費、また産業界と密接に関連したテーマであり、報告会の内容、
参加者等を通して検証している。
税務会計学科では、備後経済コースでは、地域調査、備後経済論を開講し実践的な人材育
成に努めている。地域調査では、特定の企業と円滑に実施するために協働事業協定書を締
結した。

達成度 S

改善課題

根拠資料
①福山商工会議所「商工ふくやま」
②2019年度福山大学学生便覧
③2019年度経済学部外部評価報告書

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 経済学部　税務会計学科

中点検項目 7-2．福山大学ブランディング推進のための研究プロジェクト

点検項目
❶ 当該部署では全学的に展開しているプロジェクト研究の「瀬戸内の里山・里海学」にどの
ように取組んでいますか。

現状説明

①学部内でプロジェクトチームを作成している。メンバーは張楓を中心に、尾田、平田、佐
藤、大城、また大学院担当として春名、合計で6名である。
②予算要求、執行等にあたっては、他の教員、学部事務室が円滑に推進できるよう支援し
ている。

年度目標 現状を維持

年度報告
（学部に準ずる）
研究プロジェクトに直接関係する教員は税務会計学科では、張楓先生、大城先生の2名であ
り、研究に取り組んでいる。

達成度 B

改善課題 教員、事務部門の連携を図る。

根拠資料
①2019年度　経済学部教授会議事録　資料
②経済学部委員会名簿

次年度の課題
と改善の方策

税務会計学科の張先生、大城先生を中心に行っているが、他の先生との協力、地域との連
携を図っていく

点検項目
❷ 福山大学ブランディング研究に必要な内部資金及び外部資金をどのように獲得してい
ますか。

現状説明

（学部に準ずる）
①外部資金獲得に向けて公益財団法人などと協議したが申請者は県内企業者であること、
また事業期間は基本的に単年度であることなどから不調に終わった。
②一般財団法人と資金確保に向けて協議を行っている。

年度目標 現状を維持

年度報告

(学部に準ずる)
2017年度に一般財団法人から一部助成を得たが、2018年度は諸般の事情から断念せざる
を得なかった。公益財団法人などと協議を行ったが不調であった。このため資金獲得に向け
て取り組んだが前年に続いて不調であった。

達成度 B

改善課題 引き続き資金獲得に向けて取り組む。

根拠資料 ①2019年度　経済学部教授会議　報告

次年度の課題
と改善の方策

今後、科研費の申請を行うことや地域の企業との連絡を図って、共同プロジェクトで資金を
獲得する。

点検項目 ❸ 福山大学ブランディング研究の成果をどのように社会に発表していますか。

現状説明

①中国市場調査は、研究活動をふまえて大学院の公開ゼミナール、産学連携の成果発表、
公開講座での発表を行っている。
②備後経済研究会では、例年4回の開催をとおして成果を行政関係者、一般市民、会社役
員、経営者、本学学生などに広く発表している。その他については、計画の途中であり発表
の段階ではない。

年度目標 現状を維持



年度報告

(学部に準ずる)
中国市場調査は、研究活動をふまえて大学院の公開ゼミナール、産学連携の成果発表、公
開講座での発表を行った。企業調査では、『福山市史』の編纂に携わり、また福山商工会議
所議員全員協議会で、税務会計学科　張楓教授が、「地域がつくる産業、産業が作る地域
について」講話した。出席者は会頭をはじめ70名で熱心に聴講した。

達成度 Ａ

改善課題

根拠資料 ①福山大学公開講座資料

次年度の課題
と改善の方策


